
明石工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 計算力学
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械・電子システム工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 ノート講義を中心とし、適宜参考資料を配布する。
担当教員 國峰 寛司
到達目標
(1)差分法の基礎が理解できる。
(2)二次元定常問題の数値解を求めることができる。
(3)一次元非定常問題の数値解を求めることができる。
(4)移動境界問題の数値解を求めることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 差分法の基礎が十分に理解できる
。 差分法の基礎が理解できる。 差分法の基礎が理解できない。

評価項目2 二次元定常問題の数値解を十分に
求めることができる。

二次元定常問題の数値解を求める
ことができる。

二次元定常問題の数値解を求める
ことができない。

評価項目3 一次元非定常問題の数値解を十分
に求めることができる。

一次元非定常問題の数値解を求め
ることができる。

一次元非定常問題の数値解を求め
ることができない。

評価項目4 移動境界問題の数値解を十分に求
めることができる。

移動境界問題の数値解を求めるこ
とができる。

移動境界問題の数値解を求めるこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育目標 (D) 学習・教育目標 (H)
教育方法等

概要
計算力学は、物理現象を表す支配方程式を、コンピューターを援用して求めることを目的としている。本講義では、ま
ず、熱伝導問題の基礎式を導き、代表的な数値解法である差分法を対象として、その基礎的な理論と具体的な計算方法
について解説するとともに、凝固に代表される移動境界問題への適用についても解説する。

授業の進め方・方法
本科目は、授業で保証する学習時間と予習・復習及び課題レポート作成に必要な標準的な自己学習時間の総計が、90時
間に相当する学習内容である。明石高専機械工学科の伝熱工学(第5学年選択)と明石高専専攻科の伝熱工学特論を基礎に
おいており、それらの知識を習得していることを前提として講義を進めて行くとともに、到達目標に対応した課題演習
を情報センターにて取り組む。

注意点 合格の対象としない欠席条件(割合)  1/3以上の欠課
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 熱伝導方程式 円筒座標系の熱伝導方程式を導くことができる。

2週 差分法の基礎 1階、および2階の導関数の差分式を，図式的・数学的
に導くことができる。

3週 二次元定常問題・小テスト 二次元定常問題の差分式とその解法が理解できる。第
2週の内容に関する小テストができる。

4週 演習(1) 二次元定常問題に対するプログラムを作成することが
できる。

5週 演習(2) 第4週で作成したプログラムを用いて、数値解を求める
ことができる。

6週 一次元非定常問題(1) 前進差分法による解法とアルゴリズムが理解できる。
7週 一次元非定常問題(2) 後退差分法による解法とアルゴリズムが理解できる。
8週 演習(3) 一次元非定常問題に対するプログラムが作成できる。

2ndQ

9週 演習(4) 第8週で作成したプログラムを用いて、数値解を求める
ことができる。

10週 移動境界問題
相変化を伴う熱伝導問題を対象として、基礎方程式、
および初期・境界条件を理解し、近似解を求めること
ができる。

11週 移動境界面の取り扱い(1)・小テスト
時間とともに移動する境界面の取り扱いの代表例とし
て、固定温度点法が理解できる。第10週の内容に関す
る小テストができる。

12週 移動境界面の取り扱い(2) 固定温度点法のアルゴリズムが理解できる。
13週 演習(5) 固定温度点法によるプログラムが作成できる。
14週 演習(6) 固定温度点法によるプログラムが作成できる。

15週 演習(7) 第13，14週で作成したプログラムを用いて、数値解を
求めることができる。

16週 期末試験実施せず
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

課題レポート 小テスト 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


